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は じ め に

本書の生い立ちは2003年12月13日 に鹿児 島大学多島圏研究センターで開催 され

た多島域フォー ラム・シンポジウム 「東南アジアにおけるイスラームの現在」にある.

シンポジウムの発表者は,多 和 田裕司(大 阪市立大学大学院文学研究科),長 津一史

(京都大学東南アジア研究所.発 表時は京都大学大学院アジア ・アフ リカ地域研究研

究科),小 林寧子(南 山大学外国語学部)の3氏 であった.こ れ らの発表についてマ

レーシアをフィール ドとする文化人類学者である鹿児島大学法文学部の桑原季雄氏

に総括的なコメン トを していただいた.本 書はシンポジウムの報告をそのまま記録す

るとい う形 はとらず,コ メン トとそれにつづ く討論の結果 を踏まえて,報 告者 の方々

には新たに稿をおこしていただき,そ れに対 して全体への序論をシンポジウムの企画

者であり本書の編者 となった青山が書き加 える形で完成 したものである.

今回のシンポジウムを企画するにあたっては,以 下の4点 を考慮 している.

まず初 めに,多 島圏研究セ ンターでは,そ の前身の南太平洋海域研究セ ンターで

あった1991年 に 「東南アジアのイスラーム - 教育,農 村,海 洋民 - 」 とい うテーマ

でシンポジウムを開催 していることである.こ の時の報告は,西 村重夫 による 「イン

ドネ シアのイスラーム:教 育」,桑 原季雄 による 「マ レーシアのイスラーム:農 村」,

床呂郁哉による 「フィリピンのイスラーム:海 洋民」の3本 であ り,そ の記録 は本書

と同 じく 『南太平洋海域調査研究報告』22号 にま とめられている.こ の報告の序文

には,東 南アジア研究 にお けるイスラーム研究は 「従来あま り深 く結びつけ られて考

えられなかったテーマ」であるとい う指摘が見 られ るが,そ の後,東 南アジア研究 に

携わる 日本の研究者の間でイス ラームに対す る関心が高まってきたこ とは確かに実

感できることである.先 のシンポジウムか ら12年 が経過 した今 こそ,東 南アジアの

イスラームに対する研究者の認識の深ま りを検証す るよい節 目であろ う.

次に,2001年 の9月11日 同時多発テ ロ事件に始ま り,ア フガニスタン侵攻、そ し

てイラン戦争に続 く一連の出来事の流れの中で,日 本社会一般のイスラームに対す る

関心は高まったが,そ れは,往 々に して中東 を中心とした,し かも,テ ロ リズムとい

う極 限的な行為を前提 としたイスラームの理解 となってい るとい う現状へ の危惧で

ある.奇 しくも1991年 のシンポジウムが開かれたときも湾岸戦争の最 中であった.

しか し,こ れは何 もこのよ うな外的な要因に急か されてそのつ どのシンポジウムが開

かれた とい う意味では決 してない.イ スラーム社会は他のどの社会 とも同等の資格で

この地球上に存在する社会であ り,イ スラーム社会についての研究もまた弛まなく行

われ るべき性格のものである.だ か らこそ,暴 力 と危険にのみ彩 られたイスラーム理

解が流通 しがちな時に,バ ランスの とれた視点か らイスラーム社会の現実を知っても

らう機会を社会一般に提供す る責務 が研究者にはあろう.先 のシンポジウムの趣 旨説

明にも 「一般に近寄 りがたい と思われているイス ラーム世界を,地 理的に近い東南ア

ジアか ら接近 して考えよ う」と述べ られているが,こ れは今でも有効な考えだ と思わ

れる.

第三に,先 のポイン トでも触れ られたが,東 南アジアのイスラームを説明する場合

に,国 際関係 とかいった大局的な語 りに終始す るのではなく,東 南アジアの人々に



とってイスラーム とは何か,東 南アジアのムス リムはイスラームに何 を求めているの

か,彼 らにとってイスラームを信奉するとい うことは どうい う意味をもっているのか

とい う、そこに住む人々の視点か らイスラームを考 えてみたいとい うことである.こ

れは地域研究の立場に立つ場合には必ず確保 しておくべき視点であろ う.

最後 に,こ の地域研究の視点 を生かすために,東 南アジアのイスラームの中にもま

た多様 なイスラーム社会があ り,イ スラームに対す る多様な考え方があるのだ とい う

ことを,は っきりと示す ことである.1991年 のシンポジウムにおいてイン ドネシア,

マ レーシア,フ ィリピンとい う東南アジア島嶼 部の三つの国が選 ばれたのも,こ のよ

うな多様性 を考慮 したためであるが,今 回はより踏み込んで,人 々 とイスラームとの

関係のあ り方の違いに焦点をあてて多様性 を浮き彫 りにす ることを試みた.と い うの

も,多 様性が多様であることを認識す るためには,多 様性 を相対化す る共通の視座が

必要だからである.も しそ うでなければ,多 様な事象が多様 なままで放 り出され,東

南アジアのイスラーム世界を語るとい うこと自体が,意 味のある行為 として成 り立た

ないことになるであろ う.む ろん,イ スラームを共有す る社会である以上,そ こには

共通性 があって しかるべきであるが,そ こで問題 となるのは東南アジア とい う地域 に

おけるその表現である.具 休的には,国 教 として制度化 されたマ レー シアのイスラー

ム,政 治か ら分離 されたもの としての宗教の位置づ けが議論 されているイ ン ドネシア

のイスラーム,そ して,国 としては再びマ レーシアに戻るが,今 現にムス リムになる

ことによって 自らのアイデ ンティティを確立 しよ うとしている,「周辺」の人 々にとっ

ての獲得すべき理念 としてのイスラーム,の 三つの視点か ら東南アジアのイスラーム

を描 くことを試みた.

以上にあげた趣 旨が どこまでシンポジ ウムの成果 として活 かされ たかの判断は読

者に委ねたいが,そ れぞれの地域のムスリムが,自 分たちがムス リムであること/ムス

リムになることに,い かなる希望/未来/理想 を託 してい るのか とい うことを明かにす

ることによって,東 南アジアに存在す る,い くつかの代表的なイスラームのあり方 に

ついて読み手の理解がい ささかな りとも深 まれば,こ のシンポジウムの 目的は達成 さ

れたと言って よいであろ う.

シンポジウムの開催にあたっては多 くの方々のご協力をいただいた.報 告者 の先生

方,コ メン トを出していただいた研究者,討 論に参加 していただいた研究者 ・市民の

方々,そ してシンポジウムの準備 と円滑な開催 を助 けて頂いたセンターの兼務教員の

方々に感謝 を申 し上げたい.シ ンポジウムを企画 し本書の編者 となった青山は10月

に東京外国語大学外国語学部に異動 したため,今 回のシンポジウムは9年 間勤務 した

多島圏研究セ ンターでの仕事を締 め括 るものとなった.諸 般 の事情から出版が遅れた

が,報 告者 ならびにセ ンターの ご協力を得て ここに南太平洋海域調査報告シ リーズの

1冊 として出版することができたことを心か ら喜びたい.

東京外国語大学外国語学部
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